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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アプリケータアセンブリであって、
　少なくとも成分の第１の供給源および第２の供給源と動作可能に係合するように構成さ
れたマニホールドであって、該マニホールドを通る少なくとも第１の成分チャンネルと第
２の成分チャンネルとを含む、マニホールドと、
　該マニホールドから遠位方向に延びる細長いシャフトであって、該細長いシャフトは、
該細長いシャフトの長さに延びる少なくとも第１の成分管腔と第２の成分管腔とを含み、
該少なくとも第１の成分管腔および第２の成分管腔は、該少なくとも第１の成分チャンネ
ルおよび第２の成分チャンネルと流体連通する、細長いシャフトと、
　最初のチャンバ、中間のチャンバ、および最終のチャンバを画定するチップアセンブリ
であって、該最初のチャンバは、該細長いシャフトの遠位端を受け入れるように構成され
、第２のチャンバは、挿入物を受け入れるように構成され、該最終のチャンバは、少なく
とも部分的に混合された少なくとも第１の成分および第２の成分を、混合物が該チップア
センブリの遠位端に画定された出口から噴出される前に受け入れるように構成された、チ
ップアセンブリと
　を備え、
　該チップアセンブリは、該少なくとも第１の成分および第２の成分を半径方向内向きに
導くように構成された、該中間のチャンバと該最終のチャンバとの間に形成された少なく
とも一対のスロットをさらに含み、該少なくとも一対のスロットの周りに形成された環状
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リセスが、該少なくとも第１の成分および第２の成分を該一対のスロットの中に導くよう
に構成されている、アプリケータアセンブリ。
【請求項２】
　前記細長いシャフトは該細長いシャフトの長さに延びる可撓性のワイヤを含む、請求項
１に記載のアプリケータアセンブリ。
【請求項３】
　前記マニホールドおよび細長いシャフトは一体に形成される、請求項１に記載のアプリ
ケータアセンブリ。
【請求項４】
　前記中間のチャンバは、前記挿入物を該チャンバの壁から間隔が置かれた関係に維持す
るためのリブを含む、請求項１に記載のアプリケータアセンブリ。
【請求項５】
　前記出口は、前記混合物をスプレーとして前記チップアセンブリから噴出するように構
成された、請求項１に記載のアプリケータアセンブリ。
【請求項６】
　３つ以上のスロットを含む、請求項１に記載のアプリケータアセンブリ。
【請求項７】
　前記少なくとも第１のスロットは、前記最終のチャンバ内で、前記少なくとも第１の成
分および第２の成分の前記混合を引き起こすように構成された、請求項１に記載のアプリ
ケータアセンブリ。
【請求項８】
　前記挿入物は、前記中間のチャンバ内に受け入れられるように構成された実質的に円筒
状の本体を含む、請求項１に記載のアプリケータアセンブリ。
【請求項９】
　前記挿入物は、該挿入物の少なくとも第１の端に形成されたリセスを含む、請求項８に
記載のアプリケータアセンブリ。
【請求項１０】
　前記リセスは実質的に半球状である、請求項９に記載のアプリケータアセンブリ。
【請求項１１】
　前記第１の成分チャンネルおよび第２の成分チャンネルは、それぞれの第１の成分管腔
および第２の成分管腔の中に延びる、請求項１に記載のアプリケータアセンブリ。
【請求項１２】
　前記細長いシャフトは、シリコンから構成される、請求項１に記載のアプリケータアセ
ンブリ。
【請求項１３】
　前記細長いシャフトは可撓性である、請求項１に記載のアプリケータアセンブリ。
【請求項１４】
　前記挿入物はシリコンから構成される、請求項１に記載のアプリケータアセンブリ。
【請求項１５】
　前記チップアセンブリはシリコンから構成される、請求項１に記載のアプリケータアセ
ンブリ。
【請求項１６】
　前記チップアセンブリは動作の間、撓むように構成された、請求項１に記載のアプリケ
ータアセンブリ。
【請求項１７】
　前記チップアセンブリの周りにシュリンク管をさらに含む、請求項１に記載のアプリケ
ータアセンブリ。
【請求項１８】
　前記シュリンク管は、前記チップアセンブリの過度の屈曲を防止する、請求項１７に記
載のアプリケータアセンブリ。
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【請求項１９】
　少なくとも第１の成分および第２の成分を混合するためのシステムであって、該システ
ムは、
　少なくとも成分の第１の供給源および第２の供給源と、
　少なくとも成分の第１の供給源および第２の供給源と動作可能に係合するように構成さ
れたマニホールドであって、該マニホールドを通る少なくとも第１の成分チャンネルと第
２の成分チャンネルとを含む、マニホールドと、
　該マニホールドから遠位方向に延びる細長いシャフトであって、該細長いシャフトは、
該細長いシャフトの長さに延びる少なくとも第１の成分管腔と第２の成分管腔とを含み、
該少なくとも第１の成分管腔および第２の成分管腔は、該少なくとも第１の成分チャンネ
ルおよび第２の成分チャンネルと流体連通する、細長いシャフトと、
　最初のチャンバ、中間のチャンバ、および最終のチャンバを画定するチップアセンブリ
であって、該最初のチャンバは、該細長いシャフトの遠位端を受け入れるようにように構
成され、第２のチャンバは、挿入物を受け入れるように構成され、該最終のチャンバは、
少なくとも部分的に混合された少なくとも第１の成分および第２の成分を、混合物が該チ
ップアセンブリの遠位端に画定された出口から噴出される前に受け入れるように構成され
た、チップアセンブリと
　を備え、
　該チップアセンブリは、該少なくとも第１の成分および第２の成分を半径方向内向きに
導くように構成された、該中間のチャンバと該最終のチャンバとの間に形成された少なく
とも一対のスロットをさらに含み、該少なくとも一対のスロットの周りに形成された環状
リセスが、該少なくとも第１の成分および第２の成分を該一対のスロットの中に導くよう
に構成されている、システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の引用）
　本出願は、２００８年４月２５日に出願された米国仮出願第６１／０４７，８２６号へ
の優先権の利益を請求し、該米国仮出願第６１／０４７，８２６号の全容は、本明細書に
参考として援用されている。
【背景技術】
【０００２】
　（技術分野）
　本開示は、２つ以上の成分を混合、適用するためのアセンブリに関する。さらに詳細に
は、本開示は、２つ以上の成分を混合するアプリケータアセンブリに対して使用するスプ
レーチップに関する。
【０００３】
　（関連技術の背景）
　２つ以上の成分を調剤するアプリケータアセンブリは、公知である。医療用デバイスの
分野において、かかるアセンブリは、創傷の閉鎖において使用されるバイオ接着剤、ポリ
マーおよび他の合成材料を適用するために使用される。バイオ接着剤を形成するために使
用される成分の反応性により、成分の混合は、溶液が適用される準備ができるまでは生じ
ない。適用に先立ち、成分の混合が早すぎると、混合物の時期尚早の硬化を生じ得、それ
によって溶液の適用を不可能にする。したがって、公知のアプリケータアセンブリにおい
ては、２つ以上の成分は適用の直前まで、別々に維持される。アプリケータアセンブリは
、適用に先立ち２つ以上の溶液を混合する１つ以上の混合手段を含む。混合手段は、例え
ば管の中の螺旋状の構成のように、受動であり得るか、または、例えば混合ブレードもし
くはインペラーのように能動であり得る。一旦混合されると、溶液はニードル状出力によ
り適用され得るか、またはスプレーアセンブリにより噴出され得る。適用に先立ち２つ以
上の成分を完全に混合することは、溶液が意図されたように性能を発揮することを保証す



(4) JP 5411563 B2 2014.2.12

10

20

30

40

50

るために重要である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　（概要）
　したがって、少なくとも第１の成分および第２の成分を混合するアプリケータアセンブ
リが提供される。アプリケータアセンブリは、少なくとも成分の第１の供給源および第２
の供給源と動作可能に係合するように構成されたマニホールドであって、該マニホールド
を通る少なくとも第１の成分チャンネルと第２の成分チャンネルとを含む、マニホールド
と、該マニホールドから遠位方向に延びる細長いシャフトであって、該細長いシャフトは
、該細長いシャフトの長さに延びる少なくとも第１の成分管腔と第２の成分管腔とを含み
、該少なくとも第１の成分チャンネルおよび第２の成分チャンネルは、該少なくとも第１
の成分チャンネルおよび第２の成分チャンネルと流体連通する、細長いシャフトと、最初
のチャンバ、中間のチャンバ、および最終のチャンバを画定するチップアセンブリであっ
て、該最初のチャンバは、細長いシャフトの遠位端を受け入れるようにように構成され、
該第２のチャンバは、挿入物を受け入れるように構成され、該最終のチャンバは、該少な
くとも部分的に混合された少なくとも第１の成分および第２の成分を、該混合物が該チッ
プアセンブリの遠位端に画定された出口から噴出される前に受け入れるように構成された
、チップアセンブリとを含む。
【０００５】
　前記細長いシャフトは該細長いシャフトの長さに延びる可撓性のワイヤを含み得る。前
記中間のチャンバは、前記挿入物を該チャンバの壁から間隔が置かれた関係に維持するた
めのリブを含み得る。前記出口は、前記混合物をスプレーとして前記チップアセンブリか
ら噴出するように構成され得る。アプリケータアセンブリは、少なくとも第１のスロット
をさらに含み得、該第１のスロットは、前記中間のチャンバと前記最終のチャンバとの間
に形成され、前記少なくとも第１の成分および第２の成分を半径方向内向きに導くように
構成される。一実施形態において、チップアセンブリは、３つ以上のスロットを含む。前
記少なくとも第１のスロットは、前記最終のチャンバ内で、前記少なくとも第１の成分お
よび第２の成分の渦を引き起こすように構成され得る。前記挿入物は、前記中間のチャン
バ内に受け入れられるように構成された実質的に円筒状の本体を含み得る。マニホールド
は、実質的にＹ形状の部材を含み得る。細長いシャフトおよび／または挿入物は、シリコ
ンで構成され得る。細長いシャフトは、可撓性があり得る。
【０００６】
　少なくとも第１の成分および第２の成分を混合するためのシステムも、提供される。シ
ステムは、少なくとも成分の第１の供給源および第２の供給源と、少なくとも成分の第１
の供給源および第２の供給源と動作可能に係合するように構成されたマニホールドであっ
て、該マニホールドを通る少なくとも第１の成分チャンネルと第２の成分チャンネルとを
含む、マニホールドと、該マニホールドから遠位方向に延びる細長いシャフトであって、
該細長いシャフトは、該細長いシャフトの長さに延びる少なくとも第１の成分管腔と第２
の成分管腔とを含み、該少なくとも第１の成分チャンネルおよび第２の成分チャンネルは
、該少なくとも第１の成分チャンネルおよび第２の成分チャンネルと流体連通する、細長
いシャフトと、最初のチャンバ、中間のチャンバ、および最終のチャンバを画定するチッ
プアセンブリであって、該最初のチャンバは、細長いシャフトの遠位端を受け入れるよう
にように構成され、該第２のチャンバは、挿入物を受け入れるように構成され、該最終の
チャンバは、該少なくとも部分的に混合された少なくとも第１の成分および第２の成分を
、該混合物が該チップアセンブリの遠位端に画定された出口から噴出される前に受け入れ
るように構成された、チップアセンブリとを含む。
【０００７】
　例えば、本発明は、以下を提供する。
【０００８】
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　（項目１）　
　アプリケータアセンブリであって、
　少なくとも成分の第１の供給源および第２の供給源と動作可能に係合するように構成さ
れたマニホールドであって、該マニホールドを通る少なくとも第１の成分チャンネルと第
２の成分チャンネルとを含む、マニホールドと、
　該マニホールドから遠位方向に延びる細長いシャフトであって、該細長いシャフトは、
該細長いシャフトの長さに延びる少なくとも第１の成分管腔と第２の成分管腔とを含み、
該少なくとも第１の成分チャンネルおよび第２の成分チャンネルは、該少なくとも第１の
成分チャンネルおよび第２の成分チャンネルと流体連通する、細長いシャフトと、
　最初のチャンバ、中間のチャンバ、および最終のチャンバを画定するチップアセンブリ
であって、該最初のチャンバは、該細長いシャフトの遠位端を受け入れるように構成され
、該第２のチャンバは、挿入物を受け入れるように構成され、該最終のチャンバは、該少
なくとも部分的に混合された少なくとも第１の成分および第２の成分を、該混合物が該チ
ップアセンブリの遠位端に画定された出口から噴出される前に受け入れるように構成され
た、チップアセンブリと
　を備えている、アプリケータアセンブリ。
【０００９】
　（項目２）　
　上記細長いシャフトは該細長いシャフトの長さに延びる可撓性のワイヤを含む、項目１
に記載のアプリケータアセンブリ。
【００１０】
　（項目３）　
　上記マニホールドおよび細長い部材は一体に形成される、上記の項目のうちのいずれか
一項に記載のアプリケータアセンブリ。
【００１１】
　（項目４）　
　上記中間のチャンバは、上記挿入物を該チャンバの壁から間隔が置かれた関係に維持す
るためのリブを含む、上記の項目のうちのいずれか一項に記載のアプリケータアセンブリ
。
【００１２】
　（項目５）　
　上記出口は、上記混合物をスプレーとして上記チップアセンブリから噴出するように構
成された、上記の項目のうちのいずれか一項に記載のアプリケータアセンブリ。
【００１３】
　（項目６）　
　上記中間のチャンバと上記最終のチャンバとの間に形成され、上記少なくとも第１の成
分および第２の成分を半径方向内向きに導くように構成された少なくとも第１のスロット
をさらに含む、上記の項目のうちのいずれか一項に記載のアプリケータアセンブリ。
【００１４】
　（項目７）　
　３つ以上のスロットを含む、上記の項目のうちのいずれか一項に記載のアプリケータア
センブリ。
【００１５】
　（項目８）　
　上記少なくとも第１のスロットは、上記最終のチャンバ内で、上記少なくとも第１の成
分および第２の成分の上記混合を引き起こすように構成された、上記の項目のうちのいず
れか一項に記載のアプリケータアセンブリ。
【００１６】
　（項目９）　
　上記挿入物は、上記中間のチャンバ内に受け入れられるように構成された実質的に円筒
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状の本体を含む、上記の項目のうちのいずれか一項に記載のアプリケータアセンブリ。
【００１７】
　（項目１０）　
　上記挿入物は、該挿入物の少なくとも第１の端に形成されたリセスを含む、上記の項目
のうちのいずれか一項に記載のアプリケータアセンブリ。
【００１８】
　（項目１１）　
　上記リセスは実質的に半球状である、上記の項目のうちのいずれか一項に記載のアプリ
ケータアセンブリ。
【００１９】
　（項目１２）　
　上記第１の成分チャンネルおよび第２の成分チャンネルは、それぞれの第１の成分管腔
および第２の成分管腔の中に延びる、上記の項目のうちのいずれか一項に記載のアプリケ
ータアセンブリ。
【００２０】
　（項目１３）　
　上記細長いシャフトは、シリコンから構成される、上記の項目のうちのいずれか一項に
記載のアプリケータアセンブリ。
【００２１】
　（項目１４）　
　上記細長いシャフトは可撓性である、上記の項目のうちのいずれか一項に記載のアプリ
ケータアセンブリ。
【００２２】
　（項目１５）　
　上記挿入物はシリコンから構成される、上記の項目のうちのいずれか一項に記載のアプ
リケータアセンブリ。
【００２３】
　（項目１６）　
　上記チップアセンブリはシリコンから構成される、上記の項目のうちのいずれか一項に
記載のアプリケータアセンブリ。
【００２４】
　（項目１７）　
　上記チップアセンブリは動作の間、撓むように構成された、上記の項目のうちのいずれ
か一項に記載のアプリケータアセンブリ。
【００２５】
　（項目１８）　
　上記チップアセンブリの周りにシュリンク管をさらに含む、上記の項目のうちのいずれ
か一項に記載のアプリケータアセンブリ。
【００２６】
　（項目１９）　
　上記シュリンク管は、上記チップアセンブリの過度の屈曲を防止する、上記の項目のう
ちのいずれか一項に記載のアプリケータアセンブリ。
【００２７】
　（項目２０）　
　少なくとも第１の成分および第２の成分を混合するためのシステムであって、該システ
ムは、
　少なくとも成分の第１の供給源および第２の供給源と、
　少なくとも成分の第１の供給源および第２の供給源と動作可能に係合するように構成さ
れたマニホールドであって、該マニホールドを通る少なくとも第１の成分チャンネルと第
２の成分チャンネルとを含む、マニホールドと、
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　該マニホールドから遠位方向に延びる細長いシャフトであって、該細長いシャフトは、
該細長いシャフトの長さに延びる少なくとも第１の成分管腔と第２の成分管腔とを含み、
該少なくとも第１の成分チャンネルおよび第２の成分チャンネルは、該少なくとも第１の
成分チャンネルおよび第２の成分チャンネルと流体連通する、細長いシャフトと、
　最初のチャンバ、中間のチャンバ、および最終のチャンバを画定するチップアセンブリ
であって、該最初のチャンバは、該細長いシャフトの遠位端を受け入れるようにように構
成され、該第２のチャンバは、挿入物を受け入れるように構成され、該最終のチャンバは
、該少なくとも部分的に混合された少なくとも第１の成分および第２の成分を、該混合物
が該チップアセンブリの遠位端に画定された出口から噴出される前に受け入れるように構
成された、チップアセンブリと
　を備えている、システム。
【００２８】
　（摘要）
　少なくとも第１の成分および第２の成分を混合するアプリケータアセンブリが提供され
る。アプリケータアセンブリは、少なくとも成分の第１の供給源および第２の供給源と動
作可能に係合するように構成されたマニホールドであって、該マニホールドを通る少なく
とも第１の成分チャンネルと第２の成分チャンネルとを含む、マニホールドと、該マニホ
ールドから遠位方向に延びる細長いシャフトであって、該細長いシャフトは、該細長いシ
ャフトの長さに延びる少なくとも第１の成分管腔と第２の成分管腔とを含み、該少なくと
も第１の成分チャンネルおよび第２の成分チャンネルは、該少なくとも第１の成分チャン
ネルおよび第２の成分チャンネルと流体連通する、細長いシャフトと、最初のチャンバ、
中間のチャンバ、および最終のチャンバを画定するチップアセンブリであって、該最初の
チャンバは、細長いシャフトの遠位端を受け入れるようにように構成され、該第２のチャ
ンバは、挿入物を受け入れるように構成され、該最終のチャンバは、該少なくとも部分的
に混合された少なくとも第１の成分および第２の成分を、該混合物が該チップアセンブリ
の遠位端に画定された出口から噴出される前に受け入れるように構成された、チップアセ
ンブリとを含む。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
　本明細書に組み込まれ、本明細書の一部分を構成する添付の図面は、本開示の実施形態
を示し、上述の本開示の一般的な記述および下に与えられた実施形態の詳細な記述と共に
、本開示の原理を説明することに役立つ。
【図１】図１は、本開示の実施形態による、スプレーチップアセンブリを含むアプリケー
タアセンブリの分解斜視図である。
【図２】図２は、図１のアプリケータアセンブリのマニホールドの断面側面図である。
【図３】図３は、図１のアプリケータアセンブリのスプレーチップアセンブリの断面側面
図である。
【図３Ａ】図３Ａは、図３のアプリケータアセンブリの挿入物の代替の実施形態の断面側
面図である。
【図４】図４は、図３のスプレーチップアセンブリの遠位端の拡大断面図である。
【図５】図５は、図３および図４のスプレーチップアセンブリの側面図である。
【図６】図６は、線６－６に沿った図５のスプレーチップアセンブリの断面図である。
【図６Ａ】図６Ａは、図６のスプレーチップの代替の実施形態の断面図である。
【図７】図７は、本開示の別の実施形態によるアプリケータアセンブリの分解斜視図であ
る。
【図８】図８は、図７のアプリケータアセンブリの上平面図である。
【図９】図９は、図８の線９－９に沿った図７および図８のアプリケータアセンブリの断
面側面図である。
【図１０】図１０は、図９の区間１０の拡大された断面図である。
【図１１】図１１は、図１０の線１１－１１に沿った図９のスプレーチップアセンブリの
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断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　（詳細な説明）
　図１を最初に参照すると、本開示によるスプレーチップアセンブリを含むアプリケータ
アセンブリが概して、アプリケータアセンブリ１０として示される。アプリケータアセン
ブリ１０は、マニホールドまたはベース２０と、マニホールド２０から延びる細長いシャ
フト３０と、細長いシャフト３０の遠位端３０ｂに配置されたスプレーチップアセンブリ
５０とを含む。アプリケータアセンブリ１０は、スプレーチップアセンブリ５０および細
長いシャフト３０の遠位内に受け入れられるように構成された挿入物４０をさらに含む。
【００３１】
　ここで図２を参照すると、マニホールド２０は、実質的にＹ形状の部材を含み、該実質
的にＹ形状の部材は、第１の近位方向の延長部２２および第２の近位方向の延長部２４な
らびに遠位方向の延長部２６を有する。近位方向の延長部２２および２４は、成分の第１
の供給源および第２の供給源（図示されず）、例えば注射器と動作可能に係合するように
構成される。下により詳細に論議されるように、遠位方向の延長部２６は、細長いシャフ
ト３０と動作可能に係合するように構成される。マニホールド２０は、第１の成分チャン
ネル２３と第２の成分チャンネル２５とをさらに含む。第１の成分チャンネル２３および
第２の成分チャンネル２５は、成分の第１の供給源および第２の供給源を細長いシャフト
３０に形成された第１の管腔３３および第２の管腔３５と流体的に連通させる。図示のよ
うに、マニホールド２０は、成分の２つの供給源のみを受け入れるように構成されるが、
マニホールド２０は、成分の２つ以上の供給源を受け入れるように構成され得ることが想
定されている。
【００３２】
　図１に戻ると、細長いシャフト３０は、シリコン、プラスチック、ポリマーまたは他の
可撓性の材料の実質的に固体の中実体を画定する。上述のように、細長いシャフト３０は
、その長さに延びている第１の成分管腔３３と第２の成分管腔３５とを含む。順応性材料
で構成されたワイヤ３６も、細長いシャフト３０の長さに延びる。細長いシャフト３０が
所与の処置に適応するために、曲がるかまたは撓んだ後、ワイヤ３６は、細長いシャフト
３０を曲がったまたは撓んだ構成に維持するように構成される。細長いシャフト３０は、
マニホールド２０の遠位方向の延長部２６に固定され、それによって第１の成分チャンネ
ル２３および第２の成分チャンネル２５それぞれと整列する。あるいは、細長いシャフト
３０は、マニホールド２０と一体に形成され得る。細長いシャフト３０は、溝、デントを
さらに含み得るか、または他の方法でスプレーチップアセンブリ５０との確実な係合に対
して構成され得る。
【００３３】
　ここで図３～図６を参照すると、スプレーチップアセンブリ５０は、開口近位端５２ａ
および実質的に閉じた遠位端５２ｂを有する実質的に円筒状の本体５２を画定する。開口
近位端５２ａは、細長いシャフト３０の遠位端３０ｂを受け入れるように構成される（図
３）。下にさらに詳細に論議されるように、遠位端５２ｂは、完全に混合された溶液を噴
出するように構成された出口５９を含む。スプレーチップアセンブリ５０は、シリコンま
たは他の適切な生体適合性材料で構成され得る。
【００３４】
　一実施形態において、スプレーチップアセンブリ５０は、例えば、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ
　Ｐｅｒｆｏｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ、Ｗａｔｅｒｆｏｒｄ、ＮＹから入手可能
であるＴＵＦＥＬ（登録商標）ＩＩ９４７０６、シリコンゴム化合物またはＬＩＭ（登録
商標）６０７１、液体シリコンゴムのようなシリコンエラストマーから構成される。７０
デュロメータを有するシリコンから構成されたスプレーチップアセンブリ５０は、動作の
間、自ら詰まりを取り除くことができることが、試験によって発見された。シリコンの可
撓性の性質は、スプレーチップアセンブリ５０の詰まりの間に経験される増加する圧力の
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もとで、スプレーチップアセンブリ５０が撓むことを可能にする。スプレーチップアセン
ブリ５０の屈曲は、そこに形成され得る任意の詰まりを取り除く。さらに、シリコンの非
湿潤性の表面特性（疎水性）は、スプレーチップアセンブリ５０の詰まりを防止すること
を助力し得る。動作の間、自ら詰まりを取り除くことができるスプレーチップアセンブリ
５０の能力は、スプレーチップアセンブリ５０を繰り返し換える必要なしに、アプリケー
タアセンブリ１０の継続的な使用を可能にする。この方法で、処置の長さが低減され、複
数のスプレーチップアセンブリを使用する費用は削除される。
【００３５】
　なおも図３～図６を参照して、スプレーチップアセンブリ５０は最初のチャンバ５４と
、中間のチャンバ５６と、最終のチャンバ５８とを含む。最初のチャンバ５４は、細長い
シャフト３０の遠位端３０ｂを受け入れるための実質的に円筒状の空洞を画定する。下で
さらに詳細に論議されるように、最初のチャンバ５４は、細長いシャフト３０の遠位端３
０ｂが、挿入物４０とじかに接触して押圧した状態で受け入れられるように構成される。
しかしながら、細長いシャフト３０の遠位端３０ｂが、挿入物４０から近位方向に間隔が
置かれ、それによって第１の成分および第２の成分に対する最初の混合スペースが形成さ
れるように、最初のチャンバ５４が構成され得ることが想定されている。中間のチャンバ
５６は、挿入物４０を受け入れるように構成された実質的に円筒状の空洞を画定する。中
間のチャンバ５６は、挿入物４０（図６において幻影で示される）を中間のチャンバ５６
内の中央に維持するためのリブまたはスペーサ５６ａを含む。挿入物４０は、中実の、実
質的に円筒状の部材を含み、該円筒状の部材は、中間のチャンバ５６内に配置され、第１
の成分および第２の成分が、挿入物４０の周りの、リブ５６ａによって再作成されたスペ
ースを流れるように強制する。代替の実施形態（図３Ａ）において、挿入物４０’は、中
間のチャンバ５６から最初のチャンバ５４の中に近位方向に延び得、それによって、細長
いシャフト３０の遠位端３０ｂと、挿入物４０’の近位端４０ａ’の周りの中間のチャン
バ５６との間に最初の混合スペース４１’を作成する。この方法で、第１の成分管腔３３
および第２の成分管腔３５から流れる第１の成分および第２の成分が、中間のチャンバ５
６に入る前に最初に混合し得る。挿入物４０、４０’は、シリコンまたは他の適切な生体
適合性材料から構成され得る。
【００３６】
　図３～図６をなおも参照して、最終のチャンバ５８は、先細の遠位部分５８ａを有する
実質的に円筒状の空洞を画定する。スプレーチップアセンブリ５０は、スロット５７を含
み、スロット５７は、スプレーチップアセンブリ５０の中に形成され、中間のチャンバ５
６と最終のチャンバ５８とを流体的に連通させる。スロット５７は、最終のチャンバ５８
に接する線と該接線から反時計回りに約２０度（２０°）との間に、最終のチャンバ５８
から外向きに角度の付いた対向する開口部を画定する。下にさらに詳細に論議されるよう
に、スロット５７は、部分的に混合した第１の成分および第２の成分を中間のチャンバ５
６内から最終のチャンバ５８の中に導く。一対の対向する開口部として示されるが、スプ
レーチップアセンブリ５０は、単一のスロット５７（図６Ａ）だけを含み得るか、または
代替的に３つ以上のスロット５７（図６Ａにおいて、幻影で示される）を含み得ることが
想定されている。出口５９は、完全に混合された溶液を霧状にして、円錐形のスプレーに
するように構成される。図示のように、近位方向から遠位方向に、出口５９は、第１の円
筒状の部分５９ａ、第２の円筒状の部分５９ｂ、およびリセス部分５９ｃを含む。しかし
ながら、出口５９は、第２の円筒状の部分５９ｂなしで形成され得ることが想定されてい
る。
【００３７】
　アプリケータアセンブリ１０の動作がここで、図と関連して記述される。使用前、挿入
物４０は、スプレーチップアセンブリ５０の中間のチャンバ５６内に受け入れられる。上
に論議されたように、中間のチャンバ５６を通過する流体が、挿入物４０の周りの、リブ
５６ａによって作成されたスペースにおいて押されるように、挿入物４０は配置される。
スプレーチップアセンブリ５０は、細長いシャフト３０の遠位端３０ｂにおいて選択的に
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受け入れられる。上で論議されたように、マニホールド２０は、細長いシャフト３０と一
体に形成され得るか、または使用前、細長いシャフト３０をマニホールド２０に手動で固
定して、第１の成分チャンネル２３および第２の成分チャンネル２５が、第１の成分管腔
３３および第２の成分管腔３５と整列することが必要であり得る。成分の第１の供給源お
よび第２の供給源（図示されず）は次に、第１の近位方向の延長２２および第２の近位方
向の延長２４それぞれに接続される。一旦マニホールド２０に固定されると、成分の第１
の供給源および第２の供給源は作動され得（例えば注射器プランジャ（図示されず）の押
し下げ）、第１の成分チャンネル２３および第２の成分チャンネル２５内で、第１の成分
および第２の成分の流れが開始され得る。第１の成分および第２の成分は、第１の成分チ
ャンネル２３および第２の成分チャンネル２５、第１の成分管腔３３および第２の成分管
腔３５それぞれを通って流れ、スプレーチップアセンブリ５０の中に入る。
【００３８】
　第１の成分管腔３３および第２の成分管腔３５から流れる第１の成分および第２の成分
は、中間のチャンバ５６によって保持された挿入物４０と遭遇する。第１の成分管腔３３
と第２の成分管腔３５とは間隔がおかれ、第１の成分および第２の成分は、挿入物４０と
スプレーチップアセンブリ５０との間で、挿入物４０の周りの、リブ５６ａによって作成
されたスペースの中を流れ得る。最初に混合された第１の成分および第２の成分は次に、
スロット５７の中に押し込められ、スロット５７において、第１の成分および第２の成分
は、最終のチャンバ５８に向かって半径方向内向きに導かれる。スロット５７を通る混合
物の流れは、混合物が最終のチャンバ５８に入るとき、混合物に渦運動を与える。その後
、完全に混合された溶液は、円錐形のスプレーとなって出口５９を通って噴出されるとき
、霧状にされる。
【００３９】
　図７～図１０を参照すると、本開示の代替の実施形態が概して、アプリケータアセンブ
リ１１０として示されている。アプリケータアセンブリ１１０は、アプリケータアセンブ
リ１０と実質的に同様であり、したがって、それらの間での相違に関してのみ記述される
。最初に図７および図８を参照して、アプリケータアセンブリ１１０は、一対の逆止弁１
０５を受け入れるように構成されたマニホールドまたはベース１２０と、マニホールド１
２０から延びる細長いシャフト１３０と、細長いシャフト１３０の遠位端に配置されたス
プレーチップアセンブリ１５０とを含む。挿入物１４０は、スプレーチップアセンブリ１
５０内に受け入れられ、シュリンク管１６０は、スプレーチップアセンブリ１５０の周り
に受け入れられる。
【００４０】
　図７を参照すると、第１の成分チャンネル１２３および第２の成分チャンネル１２５は
、マニホールド１２０の遠位端から延びる。第１の成分チャンネル１２３および第２の成
分チャンネル１２５は、細長いシャフト１３０を貫通する第１の成分管腔１３３および第
２の成分管腔１３５と流体的に連通するように構成される。この構成は、マニホールド１
２０と細長いシャフト１３０との間に、より確実な流体封鎖を可能にする。
【００４１】
　図９および図１０をここで参照して、挿入物１４０は、スプレーチップアセンブリ１５
０内に受け入れられるように構成された実質的に円筒状の部材を含んで、挿入物４０と実
質的に同様である。図示のように、挿入物１４０は、その第１の端および第２の端両方に
半球状のリセス１４１を含む。しかしながら、半球状のリセス１４１は、その単一の端に
形成され得ることを想定されている。リセス１４１は、第１の成分および第２の成分が挿
入物１４０に遭遇するとき、第１の成分および第２の成分の流れに乱れを作成するように
構成され、それによって成分の混合を助ける。
【００４２】
　図９および図１０をなおも参照して、シュリンク管１６０は、スプレーチップアセンブ
リ１５０の周りに受け入れられ、動作の間、スプレーチップアセンブリ１５０の過度の半
径方向の拡張／屈曲を防止する。シュリンクチューブ１６０も、スプレーチップアセンブ
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リ１５０を細長いシャフト１３０に固定することを助ける。
【００４３】
　ここで図１１を参照して、スプレーチップアセンブリ１５０は、半径方向に拡張するス
ロット１５７を含んで、上述のスプレーチップアセンブリ５０と実質的に同様である。ガ
ッタまたは環状のリセス１５７ａは、スロット１５７の周りに形成される。ガッタ１５７
ａは、部分的に混合された第１の成分および第２の成分をスロット１５７の中に導くよう
に構成される。
【００４４】
　本開示の例示的な実施形態が、添付の図面を参照して記述されたが、本開示は、それら
のそのとおりの実施形態に限定されず、様々な他の変更および修正が、本開示の範囲また
は精神から逸脱することなく、当業者によってそれらの実施形態にもたらされ得ることは
理解されるべきである。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図３Ａ】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図６Ａ】 【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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